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令
和
元
年
第
５
回
清
水
町
議
会
定
例
会
が
９
月
10
日
か
ら
26
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
行
政
報
告
２
件
、
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
報
告
の
ほ
か
、
新
設
条
例
３
件

の
付
託
（
※
）、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
条
例
の
廃
止
、
一
般
会
計
ほ
か
２
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
６
人
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
と
４
日
目
は
、
平
成
30
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
初
日
に
委
員
会
へ
付
託
し
た
条
例
の
審
査
結
果
の
委
員
会
報
告
３
件
、
条
例
の
一
部
改

正
４
件
、
人
事
案
件
、
意
見
書
２
件
の
審
議
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

　
開
催
１
か
月
前
の

　
予
算
提
案
に

　
反
対
の
意
見
も

９月
定例会

に
ん
に
く
の
生
産
開
始
か
ら
10
年
が
経
過

「
十
勝
清
水
に
ん
に
く
」
の
産
地
化
を
宣
言

開催に質疑集中
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）
は
定
例
会
初

日
の
9
月
10
日
に
審
議
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

10
・
反
対
2
の
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。（
審
議
結

果
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

農
林
業
費
に
計
上
さ
れ
た

「
に
ん
に
く
肉
ま
つ
り
実
行

委
員
会
補
助
金
（
２
０
０
万

円
）」
の
提
案
理
由
に
つ
い

て
町
か
ら
は
、「
８
月
１
日

に
関
係
団
体
（
町
・
Ｊ
Ａ
十

勝
清
水
町
・
蔬そ

さ
い菜

振
興
会
に

ん
に
く
部
会
・
清
水
町
商
工

会
・
清
水
町
観
光
協
会
）
に

よ
る
実
行
委
員
会
（
実
行
委

員
長
は
町
長
）が
発
足
し
、『
十

勝
清
水
に
ん
に
く
肉
ま
つ
り
』

を
10
月
5
日
に
開
催
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
そ
の
開
催

経
費
と
し
て
補
助
金
の
要
望

が
あ
っ
た
」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

開
催
に
至
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
は
、「
に
ん
に
く
の
生

産
開
始
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

本
町
を
代
表
す
る
新
た
な
農

産
物
と
し
て
確
立
し
た
い
、

他
の
産
地
に
先
駆
け
て
『
十

勝
清
水
に
ん
に
く
の
産
地
化
』

を
宣
言
し
不
動
の
地
位
を
確

立
さ
せ
た
い
、
に
ん
に
く
の

生
産
量
と
生
産
面
積
の
充
実

を
図
り
た
い
と
の
強
い
思
い

が
あ
り
、
ま
ず
は
、
地
域
住

民
や
道
内
外
の
一
般
消
費
者

へ
の
周
知
、
普
及
、
認
知
度

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
考
え
、

『
十
勝
清
水
に
ん
に
く
肉
ま

つ
り
』
の
開
催
を
決
定
し
た
」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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議
員
か
ら
は
、「
イ
ベ
ン

ト
に
反
対
で
は
な
い
が
、
な

ぜ
こ
の
時
期
の
提
案
な
の
か
」

「
肉
・
丼
ま
つ
り
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
で
大
変
な
の
で
は
」

「
こ
の
よ
う
な
事
業
は
当
初

予
算
で
計
上
す
べ
き
」「
企

画
内
容
や
開
催
の
経
緯
が
口

頭
説
明
だ
け
で
は
わ
か
り
づ

ら
い
」「
詳
細
な
説
明
を
求

め
た
い
」
と
の
声
が
上
が
り
、

議
会
は
町
に
対
し
、
開
催
要

綱
や
予
算
等
の
資
料
要
求
を

行
い
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
資
料
の
説
明

を
受
け
、
実
行
委
員
会
の
予

算
が
、
町
補
助
金
２
０
０
万

円
、
Ｊ
Ａ
負
担
金
２
０
０
万

円
、
道
補
助
金
（
地
域
づ
く

り
総
合
交
付
金
）
２
２
０
万

円
、
出
店
者
負
担
金
１
万
５

０
０
０
円
、
総
額
６
２
１
万

５
０
０
０
円
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

※
「
付
託
（
ふ
た
く
）」
と
は
、　

更
に
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
た
め
、
所
管
の
委
員
会
に
審
査
を
託
す
こ
と
。
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深
谷
市
産
業
祭

へ
は
、
出
店
者

２
名
、
出
店
ブ
ー
ス
支
援
者

2
名
（
観
光
協
会
事
務
局
）

の
合
わ
せ
て
４
名
を
派
遣
す

る
予
定
で
あ
り
、
11
月
8
日

か
ら
11
日
ま
で
の
間
、
業
務

に
あ
た
る
。

　

補
助
金
60
万
円
の
内
訳
は
、

旅
費
に
約
45
万
円
、
そ
の
ほ

か
、
必
要
な
物
品
等
の
レ
ン

タ
ル
料
や
パ
ネ
ル
の
作
成
経

費
な
ど
。

こ
こ
に
も
注
目
！

　
補
正
予
算

【
渋
沢
栄
一
生
誕
の
地
】

埼
玉
県
深
谷
市
訪
問

普
通
旅
費
に
68
万
円

深
谷
市
の
企
画

に
ど
の
よ
う
な

体
制
で
参
加
し
、
交
流
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ

る
と
期
待
し
て
い
る
の
か
。

明
治
31
年
、
本

町
開
拓
の
始
ま

り
と
な
る
十
勝
開
墾
合
資
会

社
を
創
立
し
た
渋
沢
栄
一
翁

生
誕
の
地
で
あ
る
埼
玉
県
深

谷
市
へ
の
訪
問
は
、
11
月
8

日
か
ら
11
日
ま
で
の
3
泊
4

日
で
、
本
町
か
ら
は
町
長
、

議
長
、
商
工
会
会
長
、
農
協

組
合
長
、
観
光
協
会
会
長
、

地
域
の
方
の
計
8
名
を
予
定

し
て
い
る
。
今
回
の
補
正
予

算
は
、
町
長
と
議
長
以
外
の

6
名
分
の
旅
費
。

　

新
1
万
円
札
の
肖
像
画
に

選
ば
れ
た
こ
と
で
市
は
、
関

係
団
体
の
集
い
と
し
て
、
11

質
疑

答
弁

清
水
町
観
光
協
会

補
助
金
に
60
万
円

提
案
説
明
で
は

深
谷
市
産
業
祭

へ
の
出
店
経
費
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
旅

費
で
は
な
い
か
と
思
う
。
誰

が
行
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
く
る
の
か
。

質
疑

答
弁

第５回定例会
（令和元年９月）

　一般会計補正予算を可決

  にんにく肉まつりの　

月
9
日
に
意
見
交
換
会
、
11

月
10
日
に
産
業
祭
・
記
念
講

演
会
・
情
報
交
換
会
、
11
月

11
日
に
献
花
式
を
行
う
。
ご

案
内
を
い
た
だ
い
た
の
で
そ

れ
ら
の
行
事
に
出
席
す
る
と

と
も
に
、
農
業
・
商
工
業
・

観
光
分
野
の
連
携
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　

町
民
と
の
交
流
な
ど
具
体

的
な
案
が
ま
と
ま
れ
ば
新
年

度
予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
今
回
は
表

敬
訪
問
に
近
い
も
の
と
位
置

付
け
て
い
る
。

　

今
回
の
提
案
と
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
は
、

「
道
の
補
助
金
の
交
付
決
定

を
待
っ
て
い
た
。
残
り
を
町

と
農
協
で
折
半
す
る
こ
と
で

開
催
の
見
通
し
が
立
っ
た
。

次
年
度
以
降
は
道
の
補
助
金

が
つ
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
開
催
す
る
な
ら
気

運
が
高
ま
っ
た
今
で
あ
る
と

判
断
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
開
催
後
は
反
省

点
を
踏
ま
え
、
継
続
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
引
き
続

き
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、

発
展
さ
せ
て
い
く
」
と
の
考

え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

多くの人でにぎわった十勝清水にんにく肉まつり（10/5）

渋沢栄一らが出資した十勝開墾合資会社によって
開拓がはじまった熊牛地区（熊牛百年拓魂之碑）
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